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	応用
	抗原情報
	背景
	MATK（巨核球関連チロシンキナーゼ）はCTKとしても知られるタンパク質で、Cskチロシンキナーゼとアミノ酸配列の相同性を有し、CSKサブファミリーの構造的特徴（SRC相同性SH2およびSH3ドメイン、触媒ドメイン、固有のN末端、ミリスチル化シグナルの欠如、負の調節リン酸化部位の欠如、および自己リン酸化部位の欠如）を有する。このタンパク質は、造血細胞のシグナル伝達において重要な役割を果たすと考えられている。Srcファミリーキナーゼをリン酸化して不活性化することができ、T細胞増殖の制御において阻害的な役割を果たす可能性がある。このタンパク質は、一部の乳がん症例においてシグナル伝達に関与している可能性がある。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	K562細胞溶解物に対するMATKマウスmAbを用いたウエスタンブロット解析（1）。
	

	MATK マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (紫) を使用した K562 細胞のフローサイトメトリー分析。

